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❶

大
衆
文
化
が
花
開
い
た

鹿
児
島
最
大
の
繁
華
街

天
文
館

　
「
天
文
館
」
と
は
、
薩
摩
藩
８
代
藩
主
の
島
津
重
豪
が
安

永
２
年
（
１
７
７
３
年
）
に
開
設
し
た
暦
学
・
天
文
学
研
究

施
設
「
明
時
館
」
の
別
名
に
由
来
す
る
も
の
で
、
固
有
の
地

名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
市
の
中
心
繁
華
街
の
通
称

と
し
て
県
内
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
「
天
文
館
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
展
し

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
年
）
に
鹿
児
島
城
（
別
名
：
鶴
丸

城
）
が
現
在
の
城
山
町
に
築
城
さ
れ
、
こ
の
城
を
中
心
に
城

下
町
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　
町
屋（
町
人
の
住
む
商
工
業
地
区
）は
現
在
の
金
生
町
・
中

町
・
呉
服
町
・
大
黒
町
に
あ
り
、「
石
灯
籠（
い
づ
ろ
）通
り
」

を
中
心
に
街
が
発
展
し
、
元
和
元
年（
１
６
１
５
年
）に
は
中

町
に
藩
の
お
墨
付
き
を
得
た
48
店
舗
の
魚
問
屋
が
商
店
街
を

形
成
し
ま
す
。こ
れ
が
、
現
在
の「
な
や
通
り
商
店
街
」の
始
ま

り
で
す
。

　
一
方
、「
天
文
館
通
り
」
周
辺
や
山
下
町
は
武
家
町
で
身
分

の
高
い
上
士
が
屋
敷
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
後
も「
い
づ
ろ
通
り
」周
辺
が
繁
華
街
と
い
う
構

図
は
引
き
継
が
れ
、
商
店
街
は
さ
ら
に「
朝
日
通
り
」・「
松
山

通
り
」・「
御
着
屋
」に
広
が
り
ま
す
。

　
「
御
着
屋
」
周
辺
の
発
展
は
顕
著
で
、
明
治
時
代
中
期
に

は
、
南
九
州
随
一
の
盛
り
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
の
「
天
文
館
通
り
」
周
辺
は
、
屋
敷
の
持
ち
主

が
移
住
し
た
た
め
に
空
き
地
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
30
年
代
に
な
っ
て
屋
敷
跡
地
が
分
譲
さ
れ
、
「
天
文
館
通

り
」
に
も
商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
明
治
44
年
に

は
鹿
児
島
初
の
映
画
館
と
し
て
世
界
館
が
オ
ー
プ
ン
。
そ
の

後
、
鹿
児
島
座
、
メ
リ
ー
館
、
帝
国
館
、
太
陽
館
な
ど
映
画

館
が
次
々
と
開
業
し
、
娯
楽
の
充
実
と
と
も
に
飲
食
店
も
数

を
増
や
し
「
天
文
館
通
り
」
は
大
歓
楽
街
へ
と
発
展
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
昭
和
20
年
に
鹿
児
島
市
は
空
襲
を
受
け
、
繁
華

街
も
一
面
焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
終
戦
後
の
復
興
は
早
く
、
山
形
屋
が
同
年
９
月
に
営
業
を

再
開
、
昭
和
29
年
に
は
「
納
屋
通
り
」
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
設

置
さ
れ
、
昭
和
36
年
に
丸
屋
デ
パ
ー
ト
（
現
・
マ
ル
ヤ
ガ
ー

デ
ン
ズ
）
も
開
業
す
る
な
ど
街
は
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
天
文
館
に
関
わ
る
団
体
や
企
業
な
ど
で

「
W
e 

L
o
v
e 

天
文
館
協
議
会
」
を
設
立
し
、
シ
ネ
コ

ン
「
天
文
館
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
運
営
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
地
域
活
性
化
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
の
歴
史
と
共
に
歩
み
、多
く
の
人
が
集
い
、憩
う
街

と
し
て
発
展
し
て
き
た「
天
文
館
」。

　
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
伴
う
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
の

再
開
発
や
近
年
の
郊
外
へ
の
大
型
店
立
地
な
ど
に
よ
り
空
洞

化
が
懸
念
さ
れ
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
に
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
が
、
市
民
や
観
光
客
が
数
多
く
訪
れ
る
中
心
市
街
地
と
し

て
、
鹿
児
島
中
央
駅
地
区
、
い
づ
ろ
・
天
文
館
地
区
、
本
港

区
、
鹿
児
島
駅
周
辺
を
連
携
す
る
都
市
軸
の
強
化
を
図
り
、

時
代
に
即
し
た
発
展
・
更
な
る
魅
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

鹿
児
島
の
城
下
町

〜
天
文
館
〜

※「御舂屋」という藩の施設があった場所で現在の御着屋交番付近。

※

お
つ
き
や

し
げ
ひ
で
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❷ 昭和31年頃の「天文館通り（千日町側）」（現在の天文館G3アーケード）  ❸ 山形屋前を練り歩く「おぎおんさあ（祇園祭）」の神輿（昭和25年頃）
❹ 昭和50年の天文館千日街（現在の天文館G3アーケード）  ❺ 丸屋（現在のマルヤガーデンズ）前を走る市電（昭和31年頃） 

大
衆
文
化
が
花
開
い
た

鹿
児
島
最
大
の
繁
華
街

天
文
館

　
「
天
文
館
」
と
は
、
薩
摩
藩
８
代
藩
主
の
島
津
重
豪
が
安

永
２
年
（
１
７
７
３
年
）
に
開
設
し
た
暦
学
・
天
文
学
研
究

施
設
「
明
時
館
」
の
別
名
に
由
来
す
る
も
の
で
、
固
有
の
地

名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
市
の
中
心
繁
華
街
の
通
称

と
し
て
県
内
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
「
天
文
館
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
発
展
し

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
年
）
に
鹿
児
島
城
（
別
名
：
鶴
丸

城
）
が
現
在
の
城
山
町
に
築
城
さ
れ
、
こ
の
城
を
中
心
に
城

下
町
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

　
町
屋（
町
人
の
住
む
商
工
業
地
区
）は
現
在
の
金
生
町
・
中

町
・
呉
服
町
・
大
黒
町
に
あ
り
、「
石
灯
籠（
い
づ
ろ
）通
り
」

を
中
心
に
街
が
発
展
し
、
元
和
元
年（
１
６
１
５
年
）に
は
中

町
に
藩
の
お
墨
付
き
を
得
た
48
店
舗
の
魚
問
屋
が
商
店
街
を

形
成
し
ま
す
。こ
れ
が
、
現
在
の「
な
や
通
り
商
店
街
」の
始
ま

り
で
す
。

　
一
方
、「
天
文
館
通
り
」
周
辺
や
山
下
町
は
武
家
町
で
身
分

の
高
い
上
士
が
屋
敷
を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
維
新
後
も「
い
づ
ろ
通
り
」周
辺
が
繁
華
街
と
い
う
構

図
は
引
き
継
が
れ
、
商
店
街
は
さ
ら
に「
朝
日
通
り
」・「
松
山

通
り
」・「
御
着
屋
」に
広
が
り
ま
す
。

　
「
御
着
屋
」
周
辺
の
発
展
は
顕
著
で
、
明
治
時
代
中
期
に

は
、
南
九
州
随
一
の
盛
り
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
の
「
天
文
館
通
り
」
周
辺
は
、
屋
敷
の
持
ち
主

が
移
住
し
た
た
め
に
空
き
地
が
目
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
30
年
代
に
な
っ
て
屋
敷
跡
地
が
分
譲
さ
れ
、
「
天
文
館
通

り
」
に
も
商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
明
治
44
年
に

は
鹿
児
島
初
の
映
画
館
と
し
て
世
界
館
が
オ
ー
プ
ン
。
そ
の

後
、
鹿
児
島
座
、
メ
リ
ー
館
、
帝
国
館
、
太
陽
館
な
ど
映
画

館
が
次
々
と
開
業
し
、
娯
楽
の
充
実
と
と
も
に
飲
食
店
も
数

を
増
や
し
「
天
文
館
通
り
」
は
大
歓
楽
街
へ
と
発
展
し
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
昭
和
20
年
に
鹿
児
島
市
は
空
襲
を
受
け
、
繁
華

街
も
一
面
焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
終
戦
後
の
復
興
は
早
く
、
山
形
屋
が
同
年
９
月
に
営
業
を

再
開
、
昭
和
29
年
に
は
「
納
屋
通
り
」
に
ア
ー
ケ
ー
ド
が
設

置
さ
れ
、
昭
和
36
年
に
丸
屋
デ
パ
ー
ト
（
現
・
マ
ル
ヤ
ガ
ー

デ
ン
ズ
）
も
開
業
す
る
な
ど
街
は
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

近
年
で
は
、
天
文
館
に
関
わ
る
団
体
や
企
業
な
ど
で

「
W
e 

L
o
v
e 

天
文
館
協
議
会
」
を
設
立
し
、
シ
ネ
コ

ン
「
天
文
館
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
運
営
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
地
域
活
性
化
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
の
歴
史
と
共
に
歩
み
、多
く
の
人
が
集
い
、憩
う
街

と
し
て
発
展
し
て
き
た「
天
文
館
」。

　
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
伴
う
鹿
児
島
中
央
駅
周
辺
の

再
開
発
や
近
年
の
郊
外
へ
の
大
型
店
立
地
な
ど
に
よ
り
空
洞

化
が
懸
念
さ
れ
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
に
影
を
落
と
し
て
い
ま

す
が
、
市
民
や
観
光
客
が
数
多
く
訪
れ
る
中
心
市
街
地
と
し

て
、
鹿
児
島
中
央
駅
地
区
、
い
づ
ろ
・
天
文
館
地
区
、
本
港

区
、
鹿
児
島
駅
周
辺
を
連
携
す
る
都
市
軸
の
強
化
を
図
り
、

時
代
に
即
し
た
発
展
・
更
な
る
魅
力
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

❷

山形屋
御着屋

い
づ
ろ
通
り

松
山
通
り

鹿
児
島
駅

（
　
　
　
　 

）

天
文
館
本
通
り

ア
ー
ケ
ー
ド

（
　
　
　 

）

G
3

ア
ー
ケ
ー
ド

天
文
館
通
り

天
文
館
文
化
通
り

山之口本通り
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鹿児島
中央駅
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大黒町
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